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和光都市計画防火地域及び準防火地域の変更（和光市決定）

都市計画防火地域及び準防火地域を次のように変更する。

「地区の位置は、計画図表示のとおり」

［理 由］

本市は、都市計画マスタープランにおいて「より安全、より快適なまちづくり」をまち

づくりの基本理念と定めてその実現に努めており、さまざまな災害に対して強いまちをつ

くることは、都市政策上の重要な課題となっている。

今回、地区西側の主要地方道練馬川口線と区画道路の接続部における交差点が、土地区

画整理事業の地区界の形状により制限されていることによって、線形が鋭角的になってい

ることから、安全に配慮した直線の線形として交差点の改良を行うため、隣接する西側の

土地の一部を土地区画整理事業区域内に編入して地区界を拡大した区域に準防火地域を指

定する。よって、和光都市計画防火地域及び準防火地域を変更する。

和 光 市

種 類 面 積 備 考

防 火 地 域

準 防 火 地 域

約９．６ha

約５４．４ha

決定告示年月日

平成 年 月 日



理 由 書

本理由書は、都市計画法第２１条第２項において準用する同法第１７条第１項の規定

に基づき、和光都市計画防火地域及び準防火地域の変更（白子三丁目地区）についての

理由を示したものです。

Ⅰ．和光都市計画区域における位置等

和光都市計画区域に含まれる土地の区域は、和光市の行政区域全域です。

本地区は、東武東上線和光市駅より北東に約 1.5km、東武東上線成増駅から北西に約

1.3km の位置にあり、地区の西側が県道練馬・川口線に接しており交通利便性の高い地

区になっております。

Ⅱ．変更の必要性

本地区は、主要地方道練馬・川口線沿いを沿道サービスゾーン、地区の南側を住宅

ゾーンとして白子三丁目中央土地区画整理事業により計画的な都市基盤整備が進めら

れている地区です。

今後、土地区画整理事業に伴い新たな建築物等の急増が見込まれることから、火災の

延焼を防ぎ、安心・安全の災害に強いまちづくりを進めるため、平成２５年６月１８

日に土地区画整理事業の区域に準防火地域を指定しています。

今回の変更は、土地区画整理事業の区域を変更することにともない合わせて準防火

地域の区域を変更するものです。現在、地区西側の主要地方道練馬川口線と区画道路

の接続部における交差点が、地区界の形状により制限されていることによって、線形

が鋭角的になっていることから、安全に配慮した直線の線形として交差点の改良を行

うため、隣接する西側の土地の一部を土地区画整理事業区域内に編入して地区界を拡

大するとともに、合わせて準防火地域の区域を変更するものです。

Ⅲ．関連する都市計画

本地区の防火地域及び準防火地域の変更とあわせ、以下の都市計画を変更する予

定です。

①土地区画整理事業（和光市決定）

②地区計画（和光市決定）






